
今月の表紙

堀マラソン大会に参加したラ
ンナーたちは、石畳風舗装や
電線の地中化などの整備を終
えた重伝建地区を、さっそう
と駆け抜けました。

重伝建地区を快走！
桐生市堀マラソン大会

令和７年（2025）
No.1584
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引
っ
越
す
と
き
は
、

転
居
の
届
け
出

✿
市
外
へ
引
っ
越
す
と
き

　
引
っ
越
す
前
に
転
出
の
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
証
明
書

を
交
付
し
ま
す
。

　
新
し
い
住
所
地
に
住
み
始
め
た

日
か
ら
14
日
以
内
に
新
住
所
地
に

転
出
証
明
書
を
提
出
し
、
転
入
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

✿
市
内
で
引
っ
越
す
と
き

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）
を
持
参
し
、
新

し
い
住
所
に
住
み
始
め
て
か
ら
14

日
以
内
に
転
居
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
給
者
証
や
被
保
険
者

証
な
ど
に
記
載
の
住
所
を
変
更
し

ま
す
の
で
、
各
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

✿
手
続
き

　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
、

「
運
転
免
許
証
」
、
「
パ
ス
ポ
ー

ト
」
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

✿
引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ 

　

ス

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
、
桐
生
市
か
ら

の
転
出
の
手
続
き
と
同
時
に
転
入

先
住
所
の
転
入
予
約
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
別

住
所
へ
転
居
す
る
人
は
転
居
予
約

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
住
民
担
当

（
☎
32
３
６
３
６
）

水
道
の

使
用
開
始
と
中
止

 　

引
っ
越
す
と
き
は
水
道
の
使

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

転
出
・
転
居
の
届
け
出

水
道
の

使
用
開
始
と
中
止
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用
開
始
・
中
止
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
使
用
中
止
の
場
合
は
、

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
精

算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

✿
手
続
き

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
水
道

局
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
（
☎
32
４
３
１
４
）

子
育
て
世
帯

✿
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

　
児
童
手
当
受
給
事
由
消
滅
の
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
先

の
市
区
町
村
で
申
請
す
る
際
に
必

要
な
書
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

✿
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

　

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

　
受
給
内
容
に
よ
り
手
続
き
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を

受
け
付
け
る
ほ
か
、
転
出
先
の
市

区
町
村
で
申
請
す
る
際
に
必
要
な

書
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

✿
手
続
き

　
子
育
て
支
援
課
（
保
健
福
祉
会

館
1
階
）
、
新
里
・
黒
保
根
支
所

市
民
生
活
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係
（
☎
47
１
１
５
０
）

国民健康保険の手続きもお願いします

手続き＝市民課（市役所１階）、新里・黒
保根支所市民生活課、境野・広沢・梅田・
相生・川内・菱公民館で受け付けます。
　なお、国保離脱手続きのみ、下の二次
元コードから申請するこ
とができます。
問い合わせ＝医療保険課
国保係（☎ 44‐ 8265）

国民健康保険の被保険者 福祉医療費の受給者

市外へ引っ越し

（転出）

転出届の際に、被保険者証や資格確認書を持っている人
はお返しください。

・転出届の際に、受給者証をお返しください。
・県内に転出する人には福祉医療費受給者証交 
・付状況証明書を交付します。

市内で引っ越し

（転居）

住所を書き換えますので、被保険者証や資格確認書を
持っている人は持参してください。

住所を書き換えますので、受給者証をお持ちく
ださい。

必要なもの ・マイナンバーカードや運転免許証などの本人確認書類

・被保険者証、資格確認書（持っている人のみ）
※修学のため転出し、引き続き桐生市の国民健康保険に
　加入する人は、学生証または在学証明書（合格通知書な
　どでも可）も必要です。

・受給者証
・マイナンバーカードや運転免許証などの本人
　確認書類　

手続き 市民課（市役所1階）、新里・黒保根支所市民生活課と
境野・広沢・梅田・相生・川内・菱公民館で受け付けま
す。

医療保険課医療助成係（市役所１階）、新里・
黒保根支所市民生活課で受け付けます。

問い合わせ 医療保険課国保係（☎44‐8265） 医療保険課医療助成係（☎44‐8267）

就職・退職したとき

引っ越ししたとき

子
育
て
世
帯

　国民健康保険の加入・離脱などの手続きは、自分で行う必要
があります。なお、届け出は14日以内にお願いします。

３. すべての人に健康と福祉を

６. 安全な水とトイレを世界中に

国保に加入するとき

（会社を退職したときなど）

国保から離脱するとき

（会社に就職したときなど）

必
要
な
も
の

・社会保険離脱証明書（資

　格喪失証明書）

・マイナンバーカード

・会社などの保険に加入した日がわか
　る書類（健康保険証、資格確認書、
・資格情報のお知らせなど）
・マイナンバーカードや運転免許証な
　どの本人確認書類
・国民健康保険の被保険者証、資格確
・・認書（持っている人のみ）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集
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令
和
6
年
中
の
桐
生
市
消
防
本
部
管
内
の

救
急
出
動
件
数
は
８
８
３
５
件
で
、
前
年
の

８
２
４
９
件
と
比
較
し
て
５
８
６
件
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
救
急
出
動
件
数
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
続
け

る
と
、
必
要
な
時
に
す
ぐ
に
救
急
車
が
出
動
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
救
急
車
は
限
り
あ
る
医
療
資
源
で
す
。
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
も
、
救
急
医
療
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医
療
感
染
症
対
策
室
地
域

医
療
感
染
症
対
策
係
（
☎
44
８
２
５
０
）

３．すべての人に健康と福祉を

不
適
正
な
利
用
事
例

　

「
蚊
に
刺
さ
れ
て
か
ゆ
い
」

「
病
院
で
も
ら
っ
た
薬
が
な
く
な

っ
た
」
「
病
院
で
待
つ
の
が
面
倒

な
の
で
」
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
理

由
で
救
急
車
が
呼
ば
れ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
（
総
務
省
消
防
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
。

令和４年 令和５年 令和６年

8,835

8,249

7,599

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

桐生市消防本部管内における
救急出動件数（件）

交通手段がない
どこの病院に
行けばいいか
分からない

夜間・休日の
診療時間外だった

救急車は
無料だから

そ
の
１
１
９
番
、
本
当
に
必
要
で
す
か
？

命
が
あ
り
ま
す

一
刻
を
争
う
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こんにちは
市長です

　
救
急
出
動
が
大
変
ひ
っ
迫
し
た

状
況
で
す
。
昨
年
の
桐
生
市
は
救

急
出
動
件
数
が
過
去
最
高
を
記
録

し
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
更

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

推
移
し
て
い
き
ま
す
と
、
一
刻
を

争
う
状
況
で
本
来
救
え
る
は
ず

の
命
を
救
え
な
く
な
る
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。
生
命
に
関
わ

る
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
急
を
要

す
る
場
合
に
は
、
即
１
１
９
番

通
報
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
迷
っ
た
場
合
に

は
子
ど
も
医
療
電
話
相
談
「
＃

８
０
０
０
」
や
全
国
版
救
急
受
診

ア
プ
リ
（
愛
称
「
Ｑ
助
」
）
、
消

防
本
部
の
病
院
案
内
テ
レ
フ
ォ
ン

を
ご
活
用
い
た
だ
き
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
更
な
る
相
談
先
と
し
て
専

門
家
に
相
談
で
き
る
窓
口
「
＃

７
１
１
９
」
の
導
入
に
つ
い
て
も

群
馬
県
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
が
安
心
で
き
る
救

急
体
制
維
持
の
た
め
に
も
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
桐
生
市
長　
荒
木　
恵
司

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

こ
ん
な
時
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
！

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
意
識
が
な
い
。
明
ら
か
に
様
子
が
お
か
し
い
。

・
呼
吸
が
苦
し
い
。
顔
色
が
青
い
。
息
を
し
て
い
な
い
。

・
急
に
胸
が
押
さ
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
息
苦
し
い
。

・
急
な
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛
。

・
急
に
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
。
麻
痺
が
現
れ
た
。

・
交
通
事
故
な
ど
で
大
け
が
を
し
て
い
る
。

・
大
出
血
し
て
い
る
。
け
い
れ
ん
し
て
い
る
。

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Ｑ
助
」

　
救
急
車
を
呼
ぶ
か
病
院
を
受
診
す
る
か

な
ど
の
判
断
に
迷
う
と
き
、
ア
プ
リ
の
質

問
に
答
え
る
だ
け
で
、
緊
急
度
に
応
じ
た

必
要
な
対
応
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

入
れ
て
お
く
と
安
心
で
す
。

◀総務省消防庁の
　ホームページか
　らダウンロード
　できます

相談先 開設日 時間 電話番号 診療科目

平日夜間急病診療所 月～土曜日※祝日を除く 午後 7時 30分～ 10時 30分 47‐2501 内科、小児科

休日緊急歯科診療所 日・祝日、年末年始 午前 10時～午後２時 30分 45‐1397 歯科

休日当番医 日・祝日、年末年始 午前９時～午後６時
広報きりゅうまたは桐生市医師会ホームページ
を確認

子ども医療電話相談
月～土曜日 午後 6時～翌日午前８時

#8000
子どもの体調不良で対処に困った
ときに相談できます日・祝日、年末年始 午前８時～翌日午前８時

救急病院案内テレホン 毎日 24時間対応 22‐0099
自分で受診できる場合、診療可
能な医療機関を案内します

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
正
し
い
判
断
を
心

が
け
る
こ
と
が
、
尊

い
命
を
救
う
鍵
に
な

り
ま
す
。

～　　や　　に急な病気で困った時～こんな相談先もあります！休日 夜間
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「
ま
さ
か
」

▲令和６年能登半島地震により倒壊した民家

令和６年能登半島地震の被災地で支援を行う緊急消防援助隊

　
令
和
6
年
1
月
1
日
（
祝
）
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
1

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震

に
よ
り
、
建
物
の
倒
壊
や
津
波
の

被
害
、
大
規
模
な
火
災
の
ほ
か
、

地
盤
の
隆
起
な
ど
の
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、

避
難
生
活
や
、
停
電
、
断
水
、
物

資
の
不
足
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
の
地
震
に
よ
り
、
本
市
で
は
、

緊
急
消
防
援
助
隊
に
よ
る
安
否
不

明
者
の
捜
索
活
動
や
、
被
災
建
物

の
被
害
状
況
な
ど
の
調
査
、
応
急

給
水
活
動
な
ど
の
人
的
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
8
月
に
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
初
め
て
発

は
突
然
や
っ
て
き
ま
す

表
さ
れ
、
地
震
調
査
委
員
会
は
今

後
30
年
以
内
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
す
る
確
率
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
「
70
～
80
パ
セ
ン

ト
」
を
「
80
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
」

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
国
は
日
頃

か
ら
備
え
を
進
め
る
よ
う
訴
え
て

お
り
、
地
震
に
対
す
る
危
機
感
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
自
身
や
家
族
の
大
切
な
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
い
ま

一
度
、
地
震
へ
の
対
策
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
・
危
機
管
理

課
防
災
・
危
機
管
理
担
当
（
☎

46
１
１
５
１
）

▲令和６年能登半島地震により陥没した道路

地
震
に
備
え
る

日
頃
か
ら
の
備
え
が

命
を
守
る
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３ ３～7×
１日

リットル 日分
家族人数×

飲料水の備蓄目安

　災害による被害を最小限に抑えるためには、
自ら取り組む「自助」、地域で協力して取り組
む「共助」、行政・公的機関が取り組む「公
助」の連携が必要不可欠となります。
　いざ大地震が発生すると公助には限界があり、
自助と共助の力が重要となります。平成７年の
阪神淡路大震災では、倒壊建物などに取り残さ
れた人の救出活動の約97パーセントが自助と
共助で行われたとのデータがあります。
　今後予測されている大地震に備え、普段から
食料品や飲料水などの備蓄や家具の転倒防止な
どの自助の取り組み、また地域の防災訓練に積
極的に参加をして日頃から顔の見える関係づく
りを構築するなどの共助の取り組みを心がけま
しょう。

地震から身を守る５つのポイント

１自助・共助・公助
自助自助

共助共助 公助公助

２停電に備える
　地震は突然発生します。それがもし夜間の場合、
出口がわからなかったり、ガラスの破片が見えな
いなど、大変危険です。また、インターネットや
携帯電話などを利用できないおそれもあり、情報
を得ることが困難になります。そのため、寝室や
リビングには、懐中電灯やラジオ、予備の電池を
常備しておきましょう。
　さらに、冬期の停電時は、電気ストーブやファ
ンヒーターなどの電気を使用する暖房機器が使え
なくなってしまうため、寒さ対策も必要です。使
い捨てカイロや湯たんぽなどの電気を使わない防
寒グッズも備えておきましょう。

３断水に備える
　令和６年能登半島地震では、大規模な断水が発
生しました。断水すると、トイレやお風呂が使え
なくなります。また、食事や水分補給ができない
ことによる体調不良も起こります。
　人が１日に必要な水分量は３リットルといわれ
ています。備蓄用の飲料水は最低でも３日分は備
えておきましょう。また、水なしで使用できる歯
磨きシートやボディシー
ト、レトルト食品や災害
用トイレなどの防災用品
も用意しておきましょう。
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自分の身は自分で守る

皆で協力して助け合う 行政機関の支援
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11．住み続けられるまちづくりを

13．気候変動に具体的な対策を

　東日本大震災当時の被災地の写真や、復興
の様子を記録した写真を中心に、過去の地震
による災害について展示を行います。
期間＝３月19日（水）～27日（木）※土、
日、祝日を除く
時間＝午前８時30分～午後５時15分
場所＝多目的スペース（市役所１階）
問い合わせ＝防災・危機管理課防災・危機管
理担当（☎46‐1151）

４「ローリングストック」を活用する
　「ローリングストック」とは、普段の食品を
少し多めに買い置きしておき、賞味期限の近い
ものから消費し、食べたらその分を買い足して、
常に一定量の食品を備蓄する方法です。
　大きな災害が発生すると食料品や日用品が不
足するおそれがあります。道路の寸断など、災
害の状況によっては、物流が機能しなくなって
食料の配布がすぐにできない場合があり、飲料
水と同様、最低３日から１週間分の食料を備蓄
しておく必要があります。
　こうした事態に備え、普段から「ローリング
ストック」を活用して、無理なく、そして無駄
なく非常用の食料や飲料水などの備蓄をしてお
きましょう。

備える

食べる買い足す

キノピー

非常食
日常食品
持ち歩き用品

５事前に確認する

●安否の確認方法
　勤務先や学校、外出先で被災した場
合の安否確認方法や集合場所を事前に
決めておきましょう。

●避難場所や避難経路
　避難が必要になった場合、慌てずに行動できる
ように避難場所をあらかじめ確認しておきましょ
う。避難場所までの経路についても危険な場所が
ないかどうか下見をしておくことが大切です。

東日本大震災被災地写真展

▲市では「指定緊急
　避難場所」と「指
　定避難所」を指定
　しています
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で
企
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
令
和

７
年
度
加
入
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
志
あ
る
学
生
の
皆
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
応
募
期
間
＝
３
月
14
日
（
金
）

か
ら
４
月
14
日
（
月
）
ま
で

●
活
動
期
間
＝
メ
ン
バ
ー
委
嘱

後
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
資
格
＝
次
の
２
つ
の
要

件
を
満
た
す
人
が
対
象
で
す
。

①
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学
す
る

　

短
大
・
大
学
・
大
学
院
・
専
門

　

学
校
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
に

　

在
籍
す
る
人

②
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を

　

積
極
的
に
行
う
意
思
が
あ
る
人

▼
こ
ん
な
人
に
向
い
て
い
ま
す

①
桐
生
市
を
明
る
く
楽
し
く
さ
せ

　

た
い
、
桐
生
市
の
困
り
ご
と
を

　

解
決
し
た
い
人

②
地
域
の
こ
と
を
知
り
、
関
わ
っ

　

て
み
た
い
人

③
ほ
か
の
学
生
と
協
力
し
な
が

　

ら
、
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て

　

活
動
し
た
い
人

●
応
募
方
法
＝
次
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
ア

ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
記
入

　　～挑戦！学生に選ばれるまち桐生へ～

学生×
かける

桐生つながるプロジェクト

令
和
７
年
度
メ
ン

バ
ー
を
募
集

　　
「
学
生
×
桐
生
つ
な
が
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
桐
生
市
が
学

生
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
学
生
た
ち
が
、

「
ま
ち
」
を
知
り
、
関
わ
り
、
楽

し
み
な
が
ら
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
市
に
対
す
る
愛
着
を
深
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
市
へ
の
興
味
関
心
を
更

に
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

学
生
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
、
に
ぎ

わ
い
と
つ
な
が
り
を
創
出
で
き
る

よ
う
な
地
域
で
の
活
動
を
チ
ー
ム

　

同
ペ
ー
ジ
に
は
令
和
６
年
度
メ

ン
バ
ー
の
活
動
の
様
子
も
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
そ
の
他
＝
応
募
締
切
後
、
４

月
下
旬
に
準
備
会
議
を
行
う
予
定

で
す
。
詳
細
な
日
程
な
ど
は
応
募

完
了
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
準
備
会
議
の
内
容

　

令
和
７
年
度
の
チ
ー
ム
名
お
よ

び
活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見

交
換

●
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
課
移
住

定
住
推
進
室
（
☎
32
３
８
１
２
）

▲市ホームページ
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11. 住み続けられるまちづくりを
17. パートナーシップで目標を達成しよう
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さ
い
。
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Kiryu News 

第４回桐生・みどり未来創生会
議を開催しました
　１月28日（火）、みどり市役所笠懸庁舎におい
て、第４回「第３期桐生・みどり未来創生会議」を
開催しました。
　今回の会議では、「子どもの体験の機会の確保」
の協議テーマに関し、これまでに委員から提案のあ
った事業に対する検討状況を報告しました。今後も、
ご意見などを踏まえながら事業の実現に向けた検討
を両市で行っていきます。

　また、今回から「地域通貨」について協議を開始
し、両市それぞれで実施している電子地域通貨事業
の概要説明を行いました。次回は、事業連携に向け
た具体的な協議を進めていく予定です。

▼これまでの経緯
　桐生・みどり未来創生会議では、
令和元年９月に初回の会議を開催
して以降、さまざまな連携事業に
ついて話し合い、おりひめバスの
相互乗り入れや小学生ナイター陸
上競技教室の共同開催などの実現
に至りました。
問い合わせ＝企画課企画戦略担当（☎32‐3809）

歴史まちづくり講演会

　「戦国時代 梅田の風景‐桐生佐野氏・由良氏と
桐生城の歴史‐」と題し、市史編さん室市史編さん
担当係長の小野里 了一さんが講演します。
　戦国時代、桐生といえば梅田やその周辺を指して
いました。梅田の桐生城やその城主桐生佐野氏・由
良氏の活動についてお話しします。
　駐車場の台数に限りがありますので、乗り合わせ
でのご来場にご協力ください。
期日＝３月25日（火）
時間＝午後６時から７時30分まで
場所＝梅原公会堂（梅田町一丁目）
募集人数＝20人（先着順）
申し込み＝３月７日（金）から17日（月）まで
に、電話（土・日曜日を除く午前８時30分～午後
５時）またはＥメール、申し込みフォームから都市

計画課（☎32‐3792、toshikei@city.kiryu.lg.jp）へ。
Ｅメールの場合は、件名
を「桐生市歴史まちづく
り講演会」とし、①住所
②氏名③ふりがな④日中
に連絡が取れる電話番号
⑤交通手段を必ず記入し
てください。
※申込期間外の受け付け
　はできませんので、ご
　注意ください。
問い合わせ＝都市計画課歴まち・街路係（☎32‐
3792）

「桐生・みどり未来創生会議」とは
　桐生・みどり地域のあり方を両市が共同で研究
し、両市民がより暮らしやすい地域となるよう、
住民自治を考えていただける人や、産業界の視点
を持った人のほか、若者、女性、子育て世代の人
などさまざまな分野の委員で構成されています。

▲会議の開催
結果（第３期）

▲申し込みフォーム

▲前回の様子

広報きりゅう令和７年３月号 10



おりひめバス停留所名と
ダイヤの一部変更
　おりひめバスについて、４月１日（火）から、次
のとおり停留所名とダイヤの一部を変更します。
▶停留所名の変更
①【現】旧女子高前 ➡ 【新】Ｒ高校前
②【現】桐生スケートセンター ➡ 【新】東七丁目
▶ダイヤの一部変更
①新桐生駅での乗継ぎを改善するため、中央幹線
　（市役所系統）のダイヤを変更します。

②交通量の変化によるバスの運行状況を踏まえ、中
　央幹線（市役所系統）、広沢線、菱線、相生線の
　一部区間で、停留所間の時刻を１～２分程度変更
　します。
　　なお、各路線とも起終
　点（路線の最初と最後の
　地点）や新桐生駅の発着
　時刻に変更はありません。
　　詳しいダイヤについて
　は、市ホームページをご
　覧ください。
問い合わせ＝交通ビジョン推進室交通ビジョン推進
担当（☎48‐9041）または桐生朝日自動車株式会
社（☎54‐2420）

新里こどもフェスタ（桜まつ
り）
　
　子どもを対象とした椅子づくり体験、消防車・パ
トカー展示撮影、働く車展示のほか、和太鼓の演奏、
パラシュート花火、シャボン玉コーナー、苗木・甘
酒の無料配布などを行いますので、ぜひお越しくだ
さい。新里商工会の会員による出店コーナーやフリ
ーマーケット（出店料500円）もあります。
期日＝４月６日（日）※小雨決行
時間＝午前10時～午後１時
場所＝新里総合グラウンド
問い合わせ＝桐生市新里商工会（☎74‐5353）

2025くろほね桜まつり
　３月下旬から４月上旬にかけて、黒保根運動公園
の桜が見頃を迎えます。これに合わせて、「2025
くろほね桜まつり」を開催します。
　沖縄エイサーや桐生清桜高校和太鼓部など音楽演
奏を中心としたステージのほか、キッチンカーなど
の出店も予定しています。この機会にぜひご来場く
ださい。

期日＝４月６日（日）※小雨決行
時間＝午前９時～午後５時
場所＝黒保根運動公園
問い合わせ＝黒保根支所地域振興整備課（☎96‐
2113）

路線名 東武鉄道 乗り継ぎ 中央幹線（市役所系統）

停留所（発/着） 新桐生駅 着 － 新桐生駅 発 桐生駅北口 着

発着時刻 19：33
➡× 現 19：30 ～ 19：52

➡◎ 新 19：38 ～ 20：00

▼下り 12 便：おりひめバス広沢線との乗り継ぎを改善

▼上り 19 便：東武鉄道（特急下り）との乗り継ぎを改善

▲市ホームページ

路線名 中央幹線（市役所系統） 乗り継ぎ 広沢線

停留所（発/着） 桐生駅北口 発 新桐生駅 着 新桐生駅 発

発着時刻
現 13：45 ～ 14：05 ➡×

14：05
新 13：42 ～ 14：02 ➡◎
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Kiryu News 

桐生が岡遊園地のイベント

問い合わせ＝アースケア桐生が岡遊園地（☎22‐
7580）
▶キノピーからの風船プレゼント

　キノピーから、キノピーの絵柄の入った遊園地オ
リジナル風船をプレゼントします。
期日＝３月15日（土）・16日（日）
時間＝①午前９時30から②午後２時から
場所＝管理事務所前※雨天中止
対象＝小学生以下の子ども
▶アースケア桐生が岡遊園地フォトコンテスト
　2025春
　最優秀賞・優秀賞・特別賞（各賞
１人）を受賞した人に、遊園地のり
もの回数利用券（1,100円券）やオ
リジナルグッズをプレゼントします。
応募方法＝自身のI

イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram公開アカウントにて、
桐生が岡遊園地で撮影した、「春」をテーマにした
写真を投稿する。
※桐生が岡遊園地アカウントのフォ
　ローや指定ハッシュタグ記載など
　の条件があります。詳しくは、右
　の二次元コードから遊園地ホーム
　ページをご覧ください。

※応募は何度でも可能ですが、１回の投稿につき写
　真は１枚までとします。
応募期間＝３月20日（祝）～４月30日（水）
結果発表＝５月中旬頃に遊園地公式インスタグラム
で発表し、受賞者には賞品を郵送します。
▶D

ダブナインス

ub9th　L
ラ イ ブ

IVE　 a
アット

t 　桐生が岡遊園地

　群馬県を中心に活動しているバンドが演奏を行い
ます。
期日＝３月29日（土）
時間＝①午前11時から②午後２時から
場所＝中央広場※雨天中止
▶春のわくわくプレゼント
　遊園地のりもの回数利用券（1,100
円券）を購入し、「あたり」の出た
人（先着50人）に、お菓子をプレゼ
ントします。
期日＝３月30日（日）※雨天中止
▶祝・新１年生いらっしゃい♪
　４月から新１年生となる人に、先着順（各日、各
該当100人）で遊園地オリジナルグッズをプレゼン
トします。
期日＝４月５日（土）・6日（日）※雨天中止
時間＝午前９時30分～午後３時まで※なくなり次
第終了
対象＝４月から小学校・中学校・高等学校・専門学
校・大学に入学または社会人となる新１年生

美喜仁桐生文化会館の催し

問い合わせ＝美喜桐生文化会館（☎22‐9999）
▶エンジョイ・ザ・ビートルズ2025
期日＝３月30日（日）
時間＝午後１時30分開
演※午後１時開場
場所＝美喜仁桐生文化
会館小ホール
出演＝座

ザ

・E
イートルズ

ATLES、
T
ザ

HE　M
モ ー タ ー

OTOR　R
ラ ン ズ

UNS、S
スタッグ

tag　B
ビ ー ト ル

eetle、プラスティ
ック・ロンリー・ハーツ、B

ビービーキャッツ

.B.Cats

費用＝全席自由1,500円（当日券2,000円）、高校生
以下500円
▶ワンコインコンサート「春のワンコイン落語～春
　風亭一花の会～」
期日＝３月８日（土）
時間＝午前11時30分開演
※午前11時開場
場所＝美喜仁桐生文会館
シルクホール
出演＝春風亭一花
費用＝全席自由500円
※０歳から入場可（３歳
以上有料）
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第61回吾妻公園
チューリップ祭り
　赤、白、黄色のチュー
リップ約１万株が吾妻公
園の花壇で開花します。
期日＝４月５日（土）
～20日（日）
時間＝午前８時30分～午
後５時
問い合わせ＝吾妻公園管理事務所（☎22‐8636）
▶写生大会作品募集
対象＝市内小学生、幼稚園・保育園児
期間＝まつり期間中
画題＝吾妻公園の風景
画材＝自由（クレヨン、水彩絵の具など）
画用紙＝四つ切
応募方法＝画用紙の裏側に①学校（園）名②学年、
組③氏名（ふりがな）④年齢（未就学児は住所と電
話番号）を記入し、４月20日（日）午後５時まで
に吾妻公園管理事務所へ。
その他＝応募は１人１点とします。入賞者には賞
状と賞品、応募者には参加賞を進呈し、５月10日
（土）から25日（日）まで吾妻公園イベント室で
全作品を展示します。
▶花の苗プレゼント
期日＝４月12日（土）
時間＝午前10時※雨天実施
場所＝吾妻公園温室前
配布数＝100鉢（先着順）

児童手当改正に伴う申請は
お済みですか
　令和６年10月分（12月支給分）から児童手当の
制度が一部変更となりました。次の①～③のいずれ
かに該当する人は、申請手続きが必要です。
▶申請手続きが必要となる世帯
①児童が高校生年代（平成18年４月２日以降生ま
　れで18歳到達後の最初の３月31日まで）のみの
　世帯
②保護者の所得制限や所得上限のため手当の支給を
　受けていない世帯
③生計を負担している大学生年代（平成14年４月
　２日以降生まれで22歳到達後の最初の３月31日
　まで）の児童がいて、その児童から数えて３人以
　上の子どもがいる世帯
申請方法＝申請書に必要書類を添えて、直接子育て
支援課（保健福祉会館１階）、新里・黒保根支所市
民生活課へ。申請用紙は各課窓口と市ホームページ
にあります。
支給方法＝申請手続きの受付日によって手当の開始
月が変わります。
①３月31日（月）までに手続きした場合
　４月以降、令和６年10月分の手当まで遡って支
給開始または増額
②４月１日（火）以降に手続きした場合
　６月以降、申請手続きが完了した翌月分から支給
開始または増額
問い合わせ＝子育て支援課子育て支援係（☎47‐
1150）

令和７年度国民年金保険料

　令和７年度分の国民年金保険料は、月額１万
7,510円（年額21万120円）です。
　納付書は、４月上旬に日本年金機構から国民年金
保険料納付案内書と一緒に郵送されますので、納期
限までに保険料を納付してください。
　国民年金には一括して保険料を納めると割引にな
る前納制度があります。納付額は右の表のとおりで
す。
　現金での一括納付を希望する場合は、前納納付書
を使用し、納付書に記載されている期日までに納付
してください。
　なお、前納した期間中に就職し、厚生年金に加入
するなどの理由により国民年金保険料を納める必要

がなくなった場合は、それ以降の期間の保険料は還
付されます。
問い合わせ＝桐生年金事務所（☎44‐2311）、市
民課年金担当（☎32‐3565）

区分 口座振替 現金（クレ
ジット）納付

６か月前納（４
月～９月分、10
月～翌年３月分）

前納額 103,870 円 104,210 円

割引額 1,190 円 850 円

１年前納（４月
～翌年３月分）

前納額 205,720 円 206,390 円

割引額 4,400 円 3,730 円

２年前納（４月
～翌々年３月分）

前納額 408,150 円 409,490 円

割引額 17,010 円 15,670 円
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Kiryu News 

下水道事業
受益者負担金（分担金）制度
　下水道の整備は、国や県からの補助金や市の借入
金のほか、受益者負担金（分担金）で費用をまかな
っています。
　受益者負担金（分担金）とは、下水道が整備され
た区域内の土地を所有する皆さん（受益者）から事
業費の一部を負担していただくもので、その土地に
対する負担は一度限りです。
　なお、受益者負担金は、対象区域全ての土地が対
象になりますが、固定資産税上の地目により猶予期
間があります。
　また、新里町区域については、公共ます一基につ
き15万円の受益者分担金の負担となります。
▶申告用紙を送付
　対象者には、４月中に受益者申告用紙を郵送しま
す。内容を確認し、署名のうえ同封の返信用封筒で
返送してください。折り返し、決定通知書と納入通
知書を送付します。
　１年を２回に分け、受益者負担金は10回（５年
間）、受益者分担金（新里町）は６回（３年間）で

納入していただきます。なお、初年度第１期（６
月）の納期限までに一括で納めると割引になる制度
がありますので、ぜひご利用ください。
▶使えるようになる区域などの図面縦覧
　新たに下水道が使えるようになる区域と下水道事
業受益者負担金（分担金）を納入する区域の図面を
縦覧することができます。
　対象となる区域は、下表のとおりです。
期間＝４月１日（火）から14日（月）まで※土・
日曜日を除く
縦覧場所＝下水道課（水道局）
問い合わせ＝下水道課業務係（☎32‐4347）

下水道が使えるようになる区域

●相生町二・三・五丁目

●川内町一・三・四・五丁目

●新里町武井

受益者負担金（分担金）を新たに納入していただく区域

●相生町二・三・五丁目

●川内町一・三・四・五丁目

●新里町武井

※上記区域の一部です。

桐ペイ通常チャージ・
だれでもポイントの一時停止
　年度末の事務整理作業のため、桐ペイ「通常チャ
ージ」の受け付けと「だれでもポイント」の一部発
行を一時的に停止します。
停止日時＝３月19日（水）午後５時から
再開日時＝４月１日（火）午前９時から
停止対象事業＝次の①・②のとおり
①現金をチャージすると、チャージ額の１%のプレ
　ミアムポイントがいつでももらえる「通常チャー
　ジ」の受け付け
②イベントなどの主催者から預った資金を原資とし
　て市が発行するポイントを、プレゼントや景品な
　どさまざまなシーンに利用できる「だれでもポイ
　ント」のうち、有効期限が４月１日（火）以降と
　なるポイントの発行
※停止期間中に、②に当てはまる「だれでもポイン
　ト」の発行を受けたい人は、早めにご相談くださ
　い（ご希望に沿えない場合もあります）。
問い合わせ＝ＤＸ推進室桐ペイ推進応援担当（☎
32‐4196）

図書館おはなし会

問い合わせ＝図書館（☎47‐4341）
▶みんなあつまれ　あおぞらおはなし会
　芝生の上でピクニック気分のおはなし会です。
期日＝①３月８日（土）・22日（土）②３月27日
（木）
時間＝①午前11時から②午前10時30分から（30分
程度）
場所＝新川公園（芝生広場）※雨天時は図書館絵本
コーナー
申し込み＝不要
▶えほんはともだち　図書館おはなし会
　絵本や紙芝居などの
読み聞かせを行います。
期日＝３月８日（土）
時間＝午前11時から
（30分程度）
場所＝新里図書館お話
の部屋
申し込み＝不要
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桐生市職員採用試験
（令和７年７月１日採用）
　詳細は下表のとおりです。

試験期日＝４月20日（日）
試験場所＝教育センター（小曾根町）
申し込み＝４月４日（金）午後５時15分までに、
専用フォームからお申し込みください。詳しくは、
右の二次元コードから市ホームページ
または試験案内をご確認ください。試
験案内は、人材育成課（市役所３階）、
総合案内所（市役所１階）、市ホーム
ページにあります。
※第２次試験は５月上旬、最終試験は５月下旬の予
　定です。
問い合わせ＝人材育成課人事給与担当（☎32‐
4157）

建築確認手続きのルールが
改正されます
　４月以降の建築基準法などの改正概要は以下のと
おりです。今後建築などを考えている人は、建築士
に相談してください。
▶全ての建築物について
　原則、新築・増改築の際、省エネ基準適合が義務
化されます。
▶木造２階建戸建住宅などについて
・都市計画区域外（黒保根町）でも建築確認手続き
　が必要になります。
・建築基準法の手続きで構造・省エネなどの図書の
　提出が必要になります。
・大規模なリフォームでも建築確認手続きが必要に
　なります。※壁、柱、床、はり、屋根または階段
　の一種以上について行う過半の改修など（仕上げ
　材のみの改修などは除く）
▶省エネ化について
　建築物の省エネ化は、温室効果ガスの排出量抑制
だけでなく、光熱費の負担軽減
や快適性などの向上につながる
メリットがあります。また、５
年後には省エネ基準の引き上げ
が予定されています。
問い合わせ＝建築指導課建築審
査係（☎48‐9033）

職種 採用予
定人数 対象 試験内容

上級行政 ５人
程度

平成７年４月２日か
ら平成 15年４月１
日までに生まれた人

教養試験

上級土木
上級建築
上級電気
上級機械

若干人 教養試験、
専門試験

技能職員（ご
み収集など現
場作業に従事）

1 人
程度

平成元年４月２日か
ら平成 18年４月１
日に生まれた人

教養試験、
書類審査

乳幼児の健康診査など
　対象者には受付時間を掲載した通知を送付します
ので、ご確認ください。

　市ホームページや桐生ふれあいメールでも確認で
きます。
問い合わせ＝子育て相談課母子保健係（☎ 43 ‐
2003、43 ‐ 2009）

行事 期日 対象 場所

３か月児健康診査 ４/９（水） 令和６年12月１日～12月31日生まれ

保健福祉会館
（末広町）

10か月児健康診査 ４/16（水） 令和６年５月16日～６月23日生まれ

１歳６か月児健康診査 ４/23（水） 令和５年９月21日～10月20日生まれ

２歳児歯科健康診査 ４/25（金） 令和４年10月１日～11月２日生まれ

３歳児健康診査 ４/22（火） 令和３年10月１日～18日生まれ

育児相談 ４/24（木） 小学校入学前のお子さんと保護者※要予約

すこやか栄養相談 随時 妊婦または子育て中の人

もぐもぐ離乳食 ４/24（木） 生後４～６か月のお子さんと保護者※要予約

ステップアップ！離乳食 ４/25（金） 生後７～９か月のお子さんと保護者※要予約

３か月児健康診査 ４/17（木） 令和６年12月１日～令和７年１月５日生まれ
新里町保健
文化センター10か月児健康診査 ４/17（木） 令和６年５月16日～６月30日生まれ

１歳６か月児健康診査 ４/17（木） 令和５年９月１日～10月31日生まれ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

15 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド
山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
山
火
事

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
特

に
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
、

年
間
の
山
火
事
発
生
件
数
の
半
数

以
上
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
山
火
事
は
、
人
が

原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
き

火
や
た
ば
こ
は
山
火
事
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課
（
☎

32
４
１
３
７
）

「
２
０
２
５
年
旅
券
」
の
運

用
開
始

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
３
月
24
日

（
月
）
の
申
請
受
理
分
か
ら
偽

造
・
変
造
対
策
を
大
幅
に
強
化
し

た
「
２
０
２
５
年
旅
券
」
に
な
り

ま
す
。

　
現
行
で
は
申
請
を
受
理
し
た
都

道
府
県
旅
券
事
務
所
な
ど
で
旅
券

を
作
成
・
交
付
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
２
５
年
旅
券
は
国
立
印

お
知
ら
せ

刷
所
で
の
集
中
作
成
と
な
り
、
日

本
国
内
で
は
申
請
か
ら
交
付
ま
で

２
週
間
程
度
要
し
ま
す
。
旅
行
を

計
画
し
た
ら
旅
券
の
申
請
も
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
更
に
便
利

　

に
な
り
ま
す
。

　
新
規
申
請
や
切
替
申
請
（
残
存

有
効
期
限
が
１
年
未
満
の
更
新
）

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
お
勧
め

し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で

は
、
戸
籍
情
報
が
シ
ス
テ
ム
連
携

さ
れ
る
た
め
、
戸
籍
謄
本
の
原
本

を
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
窓
口
申
請
と
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
で
は
手
数
料
が
異
な

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
手
数
料

が
安
価
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

使
用
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ま
た
は
外
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
32
３

６
６
４
）

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
３
月
10
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

教
育
委
員
会
総
務
課
（
教
育
セ
ン

タ
ー
３
階
）
で
受
け
付
け

場
所
＝
教
育
委
員
会
室
（
教
育
セ

ン
タ
ー
３
階
）

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
46
６
０
３
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
は
お
済
み
で
す
か

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
方
法
は
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
、
口
座
振
替
、
納
付
書
に
よ
る

納
付
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
75
歳
に
到
達
し
た
人

は
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
開

始
さ
れ
る
ま
で
の
間
（
最
長
１
年

程
度
）
、
納
付
書
な
ど
で
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
徴
収
の
人
で
も
、

広
告

寄
付
金
（
敬
称
略
）

12
月
９
日
～
１
月
24
日
受
け
入
れ

▼
平
成
８
年
度
桐
生
北
中
生

徒
会
一
同
／
５
０
０
０
円
▼

N
IR

IN

祭
実
行
委
員
会
／
３

万
円
▼
立
正
佼
成
会
桐
生
教
会

／
13
万
１
９
２
５
円
▼
桐
生
市

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
／
30
万

円
▼
桐
生
信
用
金
庫
／
１
０
０

万
円
▼
立
正
佼
成
会
桐
生
教
会

／
２
万
円

ふ
る
さ
と
桐
生

応
援
寄
附
金

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る

さ
と
桐
生
応
援
寄

附
金

物
品

12
月
５
日
～
１
月
14
日
受
け
入
れ

▼
群
馬
県
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

／
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
、
専
用
台
、

排
湿
管
セ
ッ
ト
ほ
か
▼
桐
生
第

一
高
等
学
校
／
木
製
ベ
ン
チ
▼

マ
ル
シ
ン
／
み
か
ん
、
野
菜
、

お
菓
子
セ
ッ
ト
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
と
あ
ん
み
つ
セ
ッ
ト
ほ
か
▼

桐
生
水
産
物
買
受
人
組
合
役
員

一
同
／
正
月
用
品
セ
ッ
ト
▼
ナ

ト
コ
株
式
会
社
群
馬
工
場
／
泡

消
火
薬
剤

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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保
険
料
の
一
部
を
納
付
書
に
よ
り

納
付
す
る
場
合
が
あ
り
、
該
当
す

る
人
に
は
納
付
書
が
郵
送
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
（
☎

44
８
２
６
６
）

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か

　
令
和
７
年
度
（
令
和
６
年
分
）

の
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
期
限

は
、
３
月
17
日
（
月
）
で
す
。
申

告
が
必
要
な
人
は
期
限
内
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
必
要
性

の
有
無
、
申
告
の
期
日
・
会
場
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
広
報
き
り
ゅ
う
１
月
号

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
役
所
は
旧
庁
舎
解
体
工
事
中

の
た
め
、
構
内
の
駐
車
場
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
臨
時
駐
車
場
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
可
能
な

限
り
郵
送
で
の
申
告
書
提
出
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
、
作
成
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
（
☎
46
１

０
４
５
）

確
定
申
告
は
お
早
め
に

　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
と
復
興

特
別
所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
・

納
税
の
期
限
は
３
月
17
日
（
月
）

で
す
。

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方

消
費
税
の
申
告
・
納
税
の
期
限
は

３
月
31
日
（
月
）
で
す
。

申
告
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
自

宅
で
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
る

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
）
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
会
場
は
、
申
告
期
限

間
際
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

来
場
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
※
確
定
申
告
会

場
へ
の
入
場
に
は
、
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
税
務
署
（
☎

22
３
１
２
１
）
自
動
音
声
に
従
い

「
２
」
を
選
択

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
令
和
７
年
は

国
勢
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
の
行

わ
れ
る
年
に
は

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
戸
籍
の
届
け
出

を
す
る
人
は
、
窓
口
で
「
職
業
・

産
業
例
示
表
」
を
参
考
の
う
え
、

届
書
に
職
業
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
死
亡
届
は
、
産
業

区
分
の
記
入
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
結
果
は
、
厚
生
労

働
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
１
日
（
火
）
～
令
和

８
年
３
月
31
日
（
火
）

対
象
＝
出
生
、
死
亡
、
死
産
、
婚

姻
ま
た
は
離
婚
の
届
け
出
を
す
る

人問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
32
３

５
９
６
）

18
歳
到
達
に
よ
り

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
が

喪
失
す
る
人
へ

　
18
歳
到
達
に
よ
り
令
和
7
年
3

月
31
日
に
福
祉
医
療
費
受
給
資
格

が
喪
失
す
る
人
で
、
次
の
①
～
⑥

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
再
度
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
所
得

制
限
で
認
定
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
該
当
と
思
わ
れ
る
人
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

　
を
受
け
て
い
る
人

②
国
民
年
金
の
障
害
年
金
１
級
を

　
受
け
て
い
る
人

③
国
民
年
金
の
障
害
年
金
１
級
に

　
該
当
す
る
障
害
で
あ
る
認
定
を

　
受
け
た
人
（
県
の
障
害
認
定
）

④
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
１
（
Ｂ
中
）

　
程
度
の
判
定
を
受
け
て
い
る
人

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
支

　
給
に
関
す
る
法
律
の
１
級
障
害

　
に
該
当
の
児
童

⑥
判
定
書
な
ど
で
Ｉ
Ｑ
（
知
能
指

　
数
）
が
50
以
下
と
判
定
さ
れ
た

　
人

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
（
☎

44
８
２
６
７
）

広
告

ストップ！特殊詐欺特殊詐欺‼
おかしいな…と思ったら

　電話の音声ガイダンスで「この電話は使え
なくなる」などと言われても、慌てずに電話を
切って、家族や警察に相談しましょう。
問い合わせ＝桐生警察署（☎43‐0110）、
群馬県警察振り込め詐欺被害防止ホットラ
イン（☎027‐224‐5454）

　子どもへの身体的虐待、心理的虐待、
育児放棄、性的虐待など、虐待かもと
思ったら児童相談所全国共通ダイヤル

（☎ 189）または子育て相談課（☎ 43
‐2000）に通告、相談をしてください。

虐待かも…と思ったら

☎１８９（いち・はや・く）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

17 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしガイド
春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

　
３
月
15
日
（
土
）
か
ら
４
月
30

日
（
水
）
ま
で
は
、
「
春
の
青
少

年
健
全
育
成
運
動
」
の
実
施
期
間

で
す
。

　
推
進
目
標
は
「
『
お
ぜ
の
か
み

さ
ま
県
民
運
動
』
を
推
進
し
、
地

域
と
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を

考
え
よ
う
」
で
す
。

　
「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
」
と
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
使
う
た

め
の
心
構
え
を
ま
と
め
た
セ
ー
フ

ネ
ッ
ト
標
語
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課
（
☎
47

２
１
８
４
）

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
を

募
集
し
ま
す

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
市
内
の
企
業
や
団

体
を
登
録
す
る
「
桐
生
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度
」
を
開

始
し
ま
す
。
市
と
共
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
次
の
①
と
②
を
満
た
す
企

業
（
個
人
事
業
主
を
含
む
）
・
法

人
そ
の
他
の
民
間
団
体

①
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
し
、

　
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

②
市
と
連
携
し
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
の
普
及
啓
発
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

　
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

　
意
欲
が
あ
る

申
し
込
み
＝
3
月
7
日
（
金
）
か

ら
電
子
フ
ォ
ー
ム
で

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
課

（
☎
32
４
２
０
０
）

土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の

縦
覧
と
固
定
資
産
課
税
台
帳

が
閲
覧
で
き
ま
す

縦
覧
・
閲
覧
の
期
間
＝
４
月
１
日

（
火
）
～
６
月
２
日
（
月
）
※
土
、

日
、
祝
日
を
除
く

場
所
＝
税
務
課
（
市
役
所
２
階
）
、

新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課

必
要
な
も
の
＝
本
人
確
認
書
類
、

委
任
を
受
け
た
人
は
委
任
状
※
借

地
・
借
家
人
な
ど
は
賃
貸
借
契
約

書
な
ど
の
書
類

▼
土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦

　

覧

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦

覧
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

本
人
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を

ほ
か
と
比
較
し
、
評
価
額
が
適
正

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

　
固
定
資
産
税
納
税
者
と
納
税
者

の
委
任
を
受
け
た
人
は
、
土
地
・

家
屋
価
格
等
帳
簿
を
無
料
で
縦
覧

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
額
合
計
が
、
土
地

で
30
万
円
未
満
、
家
屋
で
20
万
円

未
満
の
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

▼
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
所
有
者
と
所
有
者
の
委
任
を
受

け
た
人
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
借
地
・

借
家
人
な
ど
は
、
使
用
す
る
土
地

や
家
屋
の
み
１
件
３
５
０
円
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

閲
覧
で
き
る
人
は
、
台
帳
の
記
載

事
項
の
証
明
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▼
路
線
価
図
な
ど
の
公
開

　
土
地
の
評
価
額
算
定
の
基
礎
に

な
る
路
線
価
図
と
路
線
価
一
覧
表

は
、
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
公
開

し
ま
す
。
路
線
価
図
に
は
標
準
宅

地
の
位
置
と
路
線
番
号
を
、
路
線

価
一
覧
表
に
は
路
線
価
と
下
落
率

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
課
税
明
細
書
の
郵
送

　
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
確

認
で
き
る
よ
う
、
納
税
通
知
書
に

「
課
税
明
細
書
」
を
同
封
し
て
５

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
不
服
の
申
し
出

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
評
価
額
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

に
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
し
出
の
期
間
＝
４
月
１
日
（
火
）

以
降
、
納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
３
か
月
以
内

広
告

講談社寄贈本の貸し出し

　株式会社講談社の創業者である野間清治
さんが本市出身であることから、同社より
毎年多くの本の寄贈を受けています。
　令和６年度も文芸書、児童書、実用書な
ど約900冊の本が寄贈されましたので、これ
らの寄贈本を貸し出します。
貸出場所＝図書館、新里図書館、各公民館
※新里公民館を除く
問い合わせ＝図書館（☎47‐4341）
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問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
（
☎
48
９

０
０
９
、
48
９
０
１
１
）

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

　
市
内
の
障
が
い
者
施
設
で
つ
く

っ
た
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
３
月
６
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
７
）

自
殺
対
策
強
化
月
間

　
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
困
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

　

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
４

　

‐
５
５
６
）

期
間
＝
月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
・

祝
日
除
く
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
10
時

▼
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎

　

０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３

　

８
）

　
年
中
無
休
、
24
時

間
い
つ
で
も
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
や
チ
ャ
ッ

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

自
殺

　

対
策
支
援
セ
ン
タ
ー　

ラ
イ
フ

　

リ
ン
ク
「
生
き
づ
ら
び
っ
と
」

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
相

談
や
必
要
に
応
じ
て

電
話
や
対
面
に
よ
る

支
援
、
居
場
所
活
動

な
ど
へ
の
つ
な
ぎ
な

ど
、
「
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
支

援
」
を
行
い
ま
す
。

※
電
話
相
談
は
、
混
雑
に
よ
り
つ

　
な
が
り
づ
ら
い
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
７
）

洋
ら
ん
植
え
替
え
教
室

　
桐
生
洋
ら
ん
愛
好
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
植
替
え
教
室
で
す
。
受
講

者
は
洋
ら
ん
と
植
替
え
用
の
鉢
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
4
月
6
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
吾
妻
公
園
温
室

問
い
合
わ
せ
＝
吾
妻
公
園
（
☎
22

８
６
３
６
）

自
然
観
察
の
森
行
事

　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
歩
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
３
月
7
日
（
金
）
か

ら
電
話
で
自
然
観
察
の
森
（
☎
65

６
９
０
１
）
へ
。
※
毎
週
火
曜
日

と
3
月
21
日
（
金
）
は
除
く

▼
早
春
の
観
察
会

期
日
＝
3
月
30
日
（
日
）

講
座

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
自
然
観
察
の
森

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

▼
カ
ッ
コ
ソ
ウ
観
察
会

期
日
＝
4
月
6
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
自
然
観
察
の
森

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
市
民
体
育
館
）
会
議
室

対
象
＝
18
歳
以
上
の
人
※
高
校
生

は
除
く

費
用
＝
全
期
日
分
２
０
０
０
円
、

１
回
７
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
２
３
６
２
）

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

期
日
＝
４
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日

時
間
＝
①
午
後
６
時
45
分
～
７
時

30
分
②
午
後
７
時
45
分
～
８
時
30

分募
集
人
数
＝
各
回
15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
３
月
13
日
（
木
）
か

ら
、
直
接
桐
生
ガ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
へ
。

▼
や
さ
し
い
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

期
日
＝
４
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時

募
集
人
数
＝
15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
３
月
17
日
（
月
）
か

ら
、
電
話
で
桐
生
ガ
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
へ
。

南
公
園
樹
木
剪せ
ん

定
教
室

期
日
＝
３
月
22
日
（
土
）
※
雨
天

中
止

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
※
受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
か

ら
南
公
園
管
理
事
務
所
前

場
所
＝
南
公
園

募
集
人
数
＝
20
人
（
抽
せ
ん
）

持
ち
物
＝
作
業
用
手
袋
、
剪
定
ば

さ
み
、
小
型
の
の
こ
ぎ
り

申
し
込
み
＝
３
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
南
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
52
３
４
５
６
、
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
）
へ
。

Ｗウ

ェ

ブ

ｅ
ｂ
求
人
サ
ポ
ー
ト
セ

ミ
ナ
ー

　
現
在
の
求
職
者
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
最
新
の
採
用
市
場
へ
の
対
応

方
法
や
有
効
ツ
ー
ル
の
紹
介
、
求

人
用
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
の
実
践
も

併
せ
て
行
い
ま
す
。

期
日
＝
３
月
12
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
桐
生
商
工
会
議
所
６
階
ケ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

講
師
＝
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
担

当
者

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

企
業

募
集
人
数
＝
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
３
月
10

日
（
月
）
ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
商
工
振
興
課
（
☎

32
４
１
２
５
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
春
の
星
空
と
星
座
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
８
日
（
土
）
・
９
日

（
日
）
・
22
日
（
土
）
・
23
日

（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分
※

開
始
10
分
前
ま
で
に
入
場

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室募
集
人
数
＝
各
日
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。
当
日
の
電

話
で
入
場
券
の
取
り
置
き
も
可
能

で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

イ
ベ
ン
ト
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くらしガイド
第
１
２
３
回
水
曜
劇
場

「
高
校
生
特
集
」

　
高
校
生
演
劇
部
の
生
徒
に
よ
る

演
劇
を
公
演
し
ま
す
。

期
日
＝
3
月
23
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
9
時
50
分
開
演

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

出
演
校
＝
桐
生
高
校
・
桐
生
清
桜

高
校
・
桐
生
商
業
高
校
・
新
田
暁

高
校

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎

47
４
３
４
３
）

水
曜
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ

ー
ト
「
６
月
例
会
」
出
演
者

募
集

期
日
＝
6
月
18
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
6
時
30
分
開
演

対
象
＝
一
般

募
集
人
数
＝
ソ
ロ
を
含
め
て
、
４

組
程
度

内
容
＝
生
演
奏
に
よ
る
音
楽
全
般

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
3
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
中
央
公
民
館
（
月
曜
日

を
除
く
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎

47
４
３
４
３
）

南
公
園
あ
そ
び
市

　
コ
マ
や
け
ん
玉
、
段
ボ
ー
ル
・

ロ
ー
プ
遊
び
な
ど
の
体
験
を
通
じ

て
、
世
代
間
交
流
を
行
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

期
日
＝
４
月
26
日
（
土
）
※
荒
天

中
止

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
南
公
園
芝
生
広
場

講
師
＝
な
お
て
ぃ
（
安
村
尚
人
）
、

ま
っ
き
ー
（
牧
田
康
平
）

問
い
合
わ
せ
＝
南
公
園
管
理
事
務

所
（
☎
52
３
４
５
６
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
３
月
15
日
（
土
）
、
４
月

５
日
（
土
） 

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
一
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

桐
生
え
き
な
か
市

　
新
鮮
な
産
直
野
菜
や
手
作
り
加

工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
９
日
か
ら
４
月
６
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分
※

売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

第
30
回
市
民
公
開
講
演

　
「
が
ん
治
療
の
最
前
線
～
ロ
ボ

ッ
ト
手
術
と
低
侵
襲
手
術
～
」
と

題
し
、
説
明
と
質
疑
応
答
を
交
え

な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
講
演
し

ま
す
。

　
な
お
、
市
民
公
開
講
演
は
、
後

日
、
桐
生
厚
生
総
合
病
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
配
信
す
る
予
定
で

す
。

期
日
＝
3
月
15
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時
※
開
場

は
午
後
１
時
30
分

場
所
＝
桐
生
商
工
会
議
所
6
階　

ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

講
演
内
容
＝
次
の
①
・
②
の
と
お

り①
「
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
低
侵

　

襲
手
術
の
最
前
線
～
手
術
支
援

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
何
が
優
れ
て
い
る

　

の
か
～
」

講
師
＝
上
井
崇
智
氏
（
桐
生
厚
生

総
合
病
院
泌
尿
器
科
診
療
部
長
）

②
「
消
化
器
が
ん
に
対
す
る
低
侵

　

襲
手
術
、
機
能
温
存
手
術
の
最

　

前
線
～
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が

　

そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
場
面
と

　

は
～
」

講
師
＝
緒
方
杏
一
氏
（
同
院
外
科

診
療
部
長
）

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
厚
生
総
合
病

院
地
域
医
療
連
携
室
（
☎
44
７
１

５
０
）

子
育
て
ほ
っ
と
座
談
会

　
子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や

不
安
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
な
悩

み
を
経
験
し
た
子
育
て
メ
ン
タ
ー

が
、
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添

い
ま
す
。

対
象
＝
18
歳
未
満
で
市
内
に
居
住

ま
た
は
通
学
す
る
子
ど
も
を
も
つ

保
護
者

期
日
＝
３
月
14
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広
町
）

募
集
人
数
＝
８
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
０
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
47
１
１
５
１
）

発
達
相
談
会

　
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
発
達

に
関
す
る
相
談
に
、
心
理
士
が
応

じ
ま
す
。

期
日
＝
４
月
10
日
（
木
）
・
11
日

（
金
）
・
12
日
（
土
）
・
17
日

（
木
）
・
24
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
子
育
て
相
談

子
育
て

課
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
こ
こ
ろ
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
、
専

門
医
師
が
応
じ
ま
す
。

期
日
＝
3
月
25
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
長
寿
課

（ 

☎
44
８
２
４
７
）
へ
。

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
の
補
装
具
判
定
・
相
談
を
行

い
ま
す
。

期
日
＝
４
月
16
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
０

２
・
３
０
３
会
議
（
新
宿
三
丁
目
）

申
し
込
み
＝
３
月
26
日
（
水
）
ま

で
に
、
直
接
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
７
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

● 

ア
ー
ト
カ
フ
ェ
in
桐
生
（
大
学

連
携
事
業
）

　
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
店
主
の
川
口

健
康

イ
ン
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雅
子
さ
ん
に
よ
る
「
桐
生
を
元
気

に
す
る
方
法
」
と
題
し
た
お
話
し

で
す
。

期
日
＝
3
月
8
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
3
時
～
4
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐

１
１
５
２
‐
０
０
８

３
） 

ま
た
は
専
用

申
込
フ
ォ
ー
ム
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
、

企
画
課
（
☎
32
３
８
３
１
）

● 

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
の
退
職
金
請
求

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し

た
林
業
界
で
働
く
人
の
た
め
の
退

職
金
制
度
で
す
。

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
人

で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た

心
当
た
り
の
な
い
人
は
、
退
職
金

を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
支
部

ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
（
独
）
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
（
☎
０
３
‐
６
７
３
１

‐
２
８
８
９
）

● 

「
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
ん
相
談
室
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
女
性
相
談
（
☎
０
２
７
‐
２
２

４
‐
５
２
１
０
）

期
日
＝
毎
週
火
・
水
・
金
・
日
曜

日
※
年
末
年
始
、
祝
日
、
月
曜
日

が
祝
日
（
振
替
休
日
を
含
む
）
の

場
合
の
火
曜
日
は
休
み

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時

▼
男
性
相
談
（
☎
０
２
７
‐
２
１

２
‐
０
３
７
２
）

期
日
＝
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日　

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
ぐ
ん
ま
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

７
‐
２
２
４
‐
２
２
１
１
）

● 

令
和
７
年
度
中
途
視
覚
障
害
者

生
活
訓
練
講
座

　
中
途
視
覚
障
害
者
の
社
会
復
帰

促
進
を
図
る
た
め
、
自
立
に
必
要

な
助
言
や
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
視
覚
に
障
が
い
を
も
つ
人

期
日
＝
４
月
～
令
和
８
年
３
月

（
予
定
）

場
所
＝
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
視
覚
障
害

者
福
祉
協
会
事
務
局
（
☎
０
２
７

‐
２
５
５
‐
６
６
７
７
）

● 

令
和
7
年
度
音
訳
・
点
訳
奉
仕

員
養
成
講
座
受
講
者
募
集

場
所
＝
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
（
前
橋
市
新
前
橋
町
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
群
馬

県
立
点
字
図
書
館
（
☎
０
２
７
‐

２
５
５
‐
６
５
６
７
）

①
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
群
馬
県
立
点
字
図
書
館
へ
電
話

連
絡
の
う
え
、
３
月
25
日
（
火
）
・

26
日
（
水
）
に
開
催
す
る
い
ず
れ

か
の
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

期
間
＝
５
月
か
ら
令
和
８
年
３
月

ま
で

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時

対
象
＝
県
内
に
居
住
す
る
人
で
、

視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
し
、
修
了
後
に
録
音
図

書
製
作
な
ど
の
奉
仕
活
動
が
で
き

る
人

募
集
人
数
＝
20
人
程
度
（
選
考
あ

り
）

費
用
＝
１
３
２
０
円

②
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

期
間
・
時
間
＝
５
月
か
ら
令
和
８

年
１
月
ま
で
の
水
曜
日
の
午
前
中

対
象
＝
県
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数
＝
20
人
程
度

費
用
＝
入
門
編
（
初
回
か
ら
３
回

目
ま
で
）
の
み
受
講
の
場
合
は
無

料
で
す
。
そ
の
後
の
受
講
に
は
テ

キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
。

● 

令
和
7
年
度
手
話
講
習
会
入
門
・

基
礎
課
程

期
日
＝
４
月
16
日
か
ら
令
和
８
年

3
月
18
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

（
８
月
13
日
、
12
月
31
日
、
２
月

11
日
を
除
く
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
を

深
め
た
い
人
。
な
お
、
自
宅
学
習

の
動
画
視
聴
に
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
必
要
で
す
。

募
集
人
数
＝
20
人
（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
６
０
５
０
円

申
し
込
み
＝
３
月
19
日
（
水
）
ま

で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
桐
生
市
社

会
福
祉
協
議
会
地
域
第
二
係
（
〒

３
７
６
‐
０
０
０
６
桐
生
市
新
宿

三
丁
目
３
‐
19
）
へ
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
☎
43
０
１
８
３
）

● 

男
性
介
護
者
交
流
会
「
だ
ん
ご

の
会
」

　
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
男
性

だ
け
で
、
日
頃
の
思
い
・
悩
み
を

気
軽
に
語
り
合
え
る
交
流
の
場
で

す
。

期
日
＝
4
月
4
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

対
象
＝
家
族
を
介
護
し
て
い
る
男

性
、
家
族
を
介
護
し
て
い
た
男
性

場
所
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

ぞ
み
の
苑
会
議
室
（
相
生
町
五
丁

目
）

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
の
苑
（
☎

54
９
５
３
７
）

● 

県
営
住
宅
団
地
入
居
者
定
期
募

集
対
象
＝
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
４
月
15
日
（
火
）
ま

で
に
、
申
込
書
を
専
用
封
筒
で
県

住
宅
供
給
公
社
へ
。
申
込
用
紙
は

県
住
宅
供
給
公
社
桐
生
支
所
（
市

役
所
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。　
　

入
居
可
能
日
＝
入
居
資
格
審
査
が

完
了
次
第
、
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
５
８
１

１
）

人口と世帯（１月 31日現在）

人口 101,018人 （ －167人）

男 48,849人 （ －81人）

女 52,169人 （ －86人）

世帯 49,239世帯 （－14世帯）

（ ）内は前月比

お
知
ら
せ
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ベ
ン
ト
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　納め忘れの心配や、納期ごとに金融

機関に行く必要がなくなります。新年

度の納税に向けて、ご検討ください。

問い合わせ＝納税課（☎32‐4039）

市税納付は便利な口座振替で

21 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



くらしの便利ガイド
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談） 月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時

市民相談情報課（市役所
２階）

市民相談室（☎32‐3497）
※電話相談可

無料法律相談
（弁護士による相談）
対象＝桐生市在住の人
募集人数＝各日６人（予
約順）

木曜日（３月20日を除く）午前10時～正午※相
談日の２週間前から直接または電話で要予約

市民相談情報課（市役所
２階）

市民相談室（☎32‐3497)
※予約：午前９時～午後５時

３月11日（火）午前10時～正午※２月25日
（火）から直接または電話で要予約

新里総合センター（３階）
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）
※予約：午前９時～午後５時

人権相談
（人権侵害や差別などに
関する相談）
行政相談
（行政全般に関する相談
と問題解決のお手伝い）

【人権相談のみ】３月11日（火）・25日（火）
【行政相談のみ】４月１日（火）午後１時30
分～３時30分

人権相談…市役所２階
206会議室
行政相談…市役所２階
213会議室

人権相談…地域づくり課
（☎32‐3129）
行政相談…市民相談情報課
（☎32‐3463）

４月１日（火）午前９時30分～11時30分 新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

３月21日（金）午前９時～11時 黒保根支所２階
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

【「出張」行政相談】
３月18日（火）午後１時30分～３時30分

菱公民館
市民相談情報課
（☎32‐3463）

消費生活相談
（消費生活に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

桐生市消費生活センター（市役所２階）
（☎40‐1112）

労働相談
（職場に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

ぐんま県民労働相談センター（☎0120‐54‐6010）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談
（働くことに関する相談）

３月19日（水）午前10時～午後４時
※要予約（火～金曜日、第２・４土曜日の午
前10時～午後６時）
※対象者は15～49歳の無業の人とその家族

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステーシ
ョン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

子ども・子育て総合相談
（子育て世帯・子ども・青
少年からの相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎43‐2000）、
子どもすこやかホットライン
（☎0120‐10‐7867）土・日曜日（祝日を除く）午前10時～午後４時 保健福祉会館３階

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら） 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日、年末年始は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

市役所・支所業務時間

時間＝午前８時30分～午後５時15分
休業日＝土、日、祝日、年末年始
※�住基・戸籍（一部業務を除く）は、市
役所は水曜日のみ午後７時まで

※�パスポート：午前９時～午後４時30分
※�マイナンバー：午前９時～午後５時15分
（市役所は、水曜日のみ午後７時まで）
問い合わせ＝市民課（☎32‐3596、32
‐3636）

休日窓口　時間＝午前９時～午後１時

場所
期日 市役所 新里支所

３月 ２日（日）住基・戸籍・マイナンバー・パスポート 住基・戸籍・マイナンバー

３月 16日（日）住基・戸籍・パスポート －

４月 ６日（日）住基・戸籍・マイナンバー・パスポート 住基・戸籍・マイナンバー

住基＝住民基本台帳

広
告
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※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。
　休日当番医・接骨院・薬局は変更になる場合があります。
※昼の休診時間などは医院・接骨院・薬局により異なる場合
　があります。

救急病院案内テレホン 
☎22‐0099（24時間対応）

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分
　　　※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、赤岩橋堤
町側交差点付近）

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月～土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目 =内科、小児科
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）

３・４月　休日当番医 
時間：午前９時～午後６時

３・４月　休日当番薬局 
時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所 薬局（電話番号） 場所

３月２日
（日）

内・小児科 田中医院（54 ‐ 5012） 広沢町二丁目
共創未来桐生東薬局（45 ‐ 1300）

わたらせ薬局新田（55 ‐ 5510）

東五丁目

相生町二丁目
内科 石川内科クリニック（47 ‐ 3014）東五丁目

眼科 あいおい眼科医院（54 ‐ 5350） 相生町二丁目

９日
（日）

泌・内・小児科 きたむらクリニック（30 ‐ 7577）みどり市大間々町
共創未来快生堂薬局（73 ‐ 1193）

共創未来錦町薬局（22 ‐ 3101）

みどり市大間々町

錦町一丁目
内・消・循環器科 矢部クリニック（45 ‐ 3711） 錦町一丁目

脳・内・皮・整形外科 さくらクリニック（46 ‐ 3739）本町六丁目

16 日
（日）

小児科 ひきた小児科クリニック（44 ‐ 3040）仲町二丁目
笠懸中央薬局阿左美店（46 ‐ 8889）

共創未来桐生東薬局（45 ‐ 1300）

みどり市笠懸町

東五丁目
内・外科 赤南診療所（74 ‐ 8344） 新里町小林

整形外科 岩下病院（22 ‐ 0151） 本町四丁目

20 日
（祝）

内・循・小児科 寺田内科小児科医院（77 ‐ 1100）みどり市笠懸町 共創未来快生堂薬局（73 ‐ 1193）

若菜薬局（70 ‐ 8181）

コアラ薬局桐生店（53 ‐ 5211）

みどり市大間々町

みどり市笠懸町

相生町二丁目

内科 桐生協立診療所（53 ‐ 3911） 相生町二丁目

神・内科 阿部医院（53 ‐ 5411） 相生町一丁目

23 日
（日）

内・小児科 小保方医院（72 ‐ 2505） みどり市大間々町
イムノファーマシーみどり店（46 ‐ 9881）

共創未来境野薬局（47 ‐ 2202）
みどり市大間々町

境野町六丁目
内科 藤井内科医院（44 ‐ 8897） 境野町六丁目

内・循環器科 山口クリニック（54 ‐ 4153） 広沢町六丁目

30 日
（日）

児・皮膚科 しむらクリニック（52 ‐ 5253）相生町一丁目 ユニスマイル薬局あしなか店（40 ‐ 2580）相生町一丁目

内科 大和病院（45 ‐ 1551） 稲荷町 タチコマ薬局（20 ‐ 7118） 稲荷町

耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科設楽医院（54 ‐ 1517）相生町二丁目 共創未来あたご薬局（55 ‐ 1250）相生町二丁目

４月６日
（日）

内・小児科 新宿医院（44 ‐ 5930） 新宿一丁目 共創未来快生堂薬局（73 ‐ 1193）

わたらせ薬局相生店（54 ‐ 6060）

ウエルシア薬局桐生境野店（30 ‐ 3532）

みどり市大間々町

相生町三丁目

境野町二丁目
内科 五十嵐内科医院（22 ‐ 7043） 本町二丁目

整形外科 みやざわ整形外科（53 ‐ 1188）相生町三丁目

３・４月　休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時

※接骨院により時間を延長する場合があります。

期日 接骨院（電話番号） 場所

３月２日（日）
すわ接骨院（46‐0901） 末広町

赤井接骨院（51‐5626） 広沢町三丁目

９日（日）
澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目

深澤接骨院（46‐2929） 境野町二丁目
16 日（日） 福間接骨院（44‐5100） 東七丁目

20 日（祝）
藤倉接骨院（43‐5374） 境野町六丁目

のざわ接骨院（46‐8915） みどり市笠懸町

23 日（日）
武井接骨院（77‐1156） みどり市笠懸町

ひろさわ接骨院（46‐6633） 広沢町六丁目

30 日（日）
中村接骨院（32‐1878） 梅田町一丁目

みのる接骨院（55‐1511） 相生町二丁目

４月６日（日）
新井接骨院（44‐7577） 境野町四丁目

佐藤接骨院（51‐5858） 新里町小林

お
知
ら
せ
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パチリいい顔 桐生っ子
　市内に居住する３歳まで（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎46‐1029）へ。
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今
回
は
、
動
物
園
の
役
割
の

一
つ
「
種
の
保
存
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
水
鳥
舎
に
い

る
、
ハ
ワ
イ
ガ
ン
と
い
う
鳥
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
主
に
ハ
ワ
イ
に
生
息
す
る
鳥

で
す
。
一
時
は
絶
滅
を
危
惧
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
数
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
当
園
で
も
令
和

５
・
６
年
度
と
繁
殖
を
試
み
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ゴ
ー
ド

ン
、
か
か
、
お
し
ず
、
ひ
と
み

ん
の
合
計
４
羽
の
ハ
ワ
イ
ガ
ン

が
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度

に
産
卵
が
初
確
認
さ
れ
た
ひ
と

み
ん
（
メ
ス
）
と
ゴ
ー
ド
ン

（
オ
ス
）
を
ペ
ア
に
繁
殖
計
画

を
立
て
ま
し
た
。
繁
殖
時
期

（
８
月
～
翌
年
４
月
）
に
合
わ

せ
て
環
境
作
り
か
ら
始
ま
り
、

彼
ら
の
性
格
や
習
性
な
ど
を
踏

ま
え
、
巣
箱
や
巣
材
の
工
夫
、

見
直
し
を
重
ね
見
守
っ
て
き
ま

し
た
。

　
産
卵
は
１
日
お
き
に
１
卵
ず

つ
、
２
週
間
程
か
け
て
全
５
～

６
個
を
産
卵
。
産
み
終
え
る
と

メ
ス
は
約
１
か
月
間
抱
卵
を
続

け
ま
す
。
オ
ス
は
常
に
周
囲
に

気
を
張
り
、
メ
ス
と
卵
を
守
り

続
け
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
実

績
は
５
ク
ラ
ッ
チ
（
１
シ
ー
ズ

ン
に
５
卵
×
５
回　
計
25
個
）

産
卵
し
、
抱
卵
す
る
姿
を
確
認

し
ま
し
た
が
、
無
精
卵
や
中
止

卵
（
途
中
で
成
長
が
止
ま
る
こ

と
）
で
ふ
化
ま
で
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
反
省
点
や
課
題
を

振
り
返
り
、
繁
殖
計
画
の
立
て

直
し
。
次
の
シ
ー
ズ
ン
こ
そ

は
！
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
矢

先
、
令
和
６
年
７
月
に
お
腹
の

膨
ら
み
を
確
認
。
５
個
産
卵

し
、
う
ち
１
卵
が
８
月
23
日
に

ふ
化
し
誕
生
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度

と
６
年
度
に
、

繁
殖
を
試
み
て

合
計
30
卵
産
ん
だ
ひ
と
み
ん
。

で
も
、
無
事
ふ
化
し
た
の
は
た

っ
た
１
卵
の
み
。
今
回
ひ
と
み

ん
と
ゴ
ー
ド
ン
に
と
っ
て
初
め

て
の
子
育
て
で
し
た
が
、
ひ
な

の
成
長
に
合
わ
せ
て
上
手
に
子

育
て
す
る
様
子
に
感
心
す
る
と

と
も
に
、
繁
殖
の
難
し
さ
や
生

命
の
誕
生
が
ど
ん
な
に
奇
跡
的

な
こ
と
か
命
の
重
み
を
感
じ
た

瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
親
鳥

の
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
受
け
て
、

今
で
は
す
っ
か
り
成
鳥
と
見
分

け
が
つ
か
な
い
ひ
な
の
名
前
は

「
マ
ハ
ロ
」
。
ぜ
ひ
、
展
示
場

を
元
気
に
動
き
回
る
姿
を
見
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　あなたにとって不要になったも
のでも、必要とする人がいるかも
しれません。
　リユース（再使用）活動に取り
組んでみましょう。

おしず（メス）

ふ化直後の様子ふ化直後の様子

◀ふ化３日目

左：ひとみん
中央：ゴードン
右：マハロ
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